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2lp-II　　　　　フィラデルフィア博覧会における建造と居住に関する家具および一般的使用の

　　　　　　　　出品物　　　　　　　　　　　　　　　　　　近畿大九州短大　　坂本久子

　　　　［目的]1876年にアメリカ建国百年を記念して開催されたフィラデルフィア博覧会は、ア

　　　メリカ諸州からの参加はもとより50ケ国もの諸外国からの参加をえて、半年に亘って開催

　　　され、この間の入場者は1000万人近くになるという盛況を収めた。人、物、文化、情報な

　　　どの一大交流地となったことが考えられる。Sherrill Whitonはこの博覧会が当時の人々

　　　に日常生活における芸術への重要性を認識させるのに大きな貢献をしたとしている。

　　　　本研究はアメリカの室内装飾史へのフィラデルフィア博覧会の影響をさぐる一助として、

　　　博覧会における家具および住関連用品の展示の実態について考察するものである。

　　　　［方法］International　Exhibition　1876　Official　Catalogue, International

　　　Exhibition 1876 Report and Awards Vol.IV, Masterpieces of the Centennial

　　　Exhibition Illustrated Vol. ir by Walter Smith, Centennial Philadelphia by

　　　Richard R. Nicolai，図説万国博覧会史　吉田光邦著、　万国博物語　浜口隆一・他著

　　　その他におけるフィラデルフィア博覧会と家具および住関連の出品物に対する分析と考察。

　　　　［結果］フィラデルフィア博覧会の出品物については、全体を７部門に大区分し、それを

　　　更に51グループに小ほ分し、小区分の中を更にクラスに分けて、出品物の分類をおこなっ

　　　ている。家具および住関連の出品物は、第２部門製造物のグループの中にある。ここには

　　　35ケ国が出品しており、出品国のうちアメリカ合衆国か圧倒的多数で241の出展者数を記

　　　録している。家具の他にはカーテン取付具、ブラインド、シェード、鏡、額縁、テーブル

　　　・ウェア、銀細工製品、シャンデリア、ランプ、床材など多くの関連用品が展示された。

21p-12 ゲーテポルグ在留の日本人からみたスウェーデンの住まいと住みよさ

その２：住宅の間取りと設備

　大阪コミュニティワーカー専門学校　○青野香織　兵庫教育大　菊渾康子

　〈目的〉　スウェーデンの住まいとその住みよさについて、スウェーデン南部の都市に在

留する日本人の目から明らかにすることを目的とした。「その１：住宅と居住環境　1992

年度家政学会関西支部報告」の継続。

　〈方法〉　1992年５月から６月。スウェーデン・ゲーテボルグに居住する日本人の世帯16

例を対象に、住宅とその住み方、住み心地について、訪問し住宅および住み方の観察と共

に、面接聞き取りによるケーススタディを行った。

　〈結果〉対象住宅の住棟は中庭を持つ囲み配置が多く、住戸の広さは公共住宅でも学生

用の１室17㎡から、家族向けの３寝室145㎡まで幅がある。住戸面積が広くなるとＬ面積

が増え、dm外のＤ、浴室以外の便所が設けられている。公空間には必ずＬ・Ｄ・Ｋが設

けられているが、L+DK型で分離型と接続型がある。窓のない部屋はなく、住戸は２方向

の外壁、窓を持つと同時にバルコニーを持つ。共同施設には洗濯室とゴミ置き場がある。

　設備としては賃貸、分譲にかかわらず、①セキュリティシステムの完備。２重ドア、２

重ロック。②セントラルヒーティング完備。２重または３重窓。③台所には冷蔵庫、冷凍

庫、電気コンロ等の備えつけ。④食品、衣類の収納空間の取り付け。⑤家具付きの賃貸住

宅もある。以上の住宅での住み心地を日本人在留者は、日本での住宅と比べて高く評価

している。その理由としては、ＬやDKのゆったりとした広さ、収納空間の整備、充実した

台所設備と使いよさ、保温性の良さ、窓からの景観の良さ、建物の維持管理の良さ、等の

点があげられた。なお、台所や浴室の設備に慣れるには時間を要している。
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